沢 氏の 二人 娘 
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某 カトリック 療養 院の 事務長、 元 副領事、 

沢 一 寿 (五十 五 歳) の 住居。 郊外の 安手な 

木造 洋館で、 舞台 は 白 ペンキ 塗の バルコニ 

ィを 前にした、 八 畳の 応接間 兼 食堂。 

古ぼけた、 しかし 落つ きの ある 家具。 壁に 

は 風景画と、 皿と、 それらの 中に、 不調和 

にも 一 枚の 女の 写真が 額に して かけて ある。 

三十 五六の 淋しい 目立たない 顔で ある。 丸 

鬍に 結って ゐる。 飾 棚に は、 細々 した 洋風 



の 置物。 記念品ら しい 白 大理石の 置 時計。 

バルコニ ィの 手摺に 色の 褪せた 副領事の 礼 

服が 干して ある。 

十月の 午後。 

家政婦 奥 井ら く (三十 八 歳) が、 卓子の 上 

で 通帳 を 調べ てゐ る。 

らく (通帳から 眼 を 離さずに) 桃 枝、 桃 枝 …… 桃 

ちゃん …… 。 (返事がない ので、 起ち 上って 扉の 方 

へ 行く。 出会 ひがしら に 水兵服の 少女が 現 はれる) 

さっきから 呼んで るのに …… 何処へ 行って たの？ 



> J 不浄？ 

桃 枝 (首 を ふりながら、 なんとな くも ぢもぢ して 

ゐる) 

らく (嶮 しく) 二階へ 上った ね。 なぜ、 黙って そ 

んな こと をし ます か？ ここ はお 前の 家ぢ やな いん 

だよ。 

桃 枝 。 

らく (なだめる やうに) 今 これが すんだら、 お茶 

でも いれる から、 あっちのお 部屋で 雑誌で も 読んで 

らっしゃい。 

桃 枝 ひとり ぢ やつまん ない わ。 もう そんな もんの 



ぞ かないから、 母さん あっちへ 来て よ。 

らく 駄目、 駄目、 うるさく つて 。 

桃 枝 だって あたし 御手 伝 ひする つもりだった のよ。 

(間) 母さん 月給い くら 貰つ てんの、 あてて みませう 

力？ 

らく 当て なくたって よう ござんす。 

桃 枝 あたし 学校 を 出たら、 その 月から 三十 円 稼い 

でみせる わ。 

らく どうぞ 御 自由に 。 

桃 枝 さう さう、 伯父さん てばね、 あたしみ たいな 

娘、 女学校へ 通 はせ とくの は 勿体な いんです つて… 



らく ほんと だよ。 

桃 枝 少女 歌劇へ 出たら、 さぞ 人気が 出る だら うつ 

て 云 ふの。 

らく 馬鹿 だ、 あの 伯父さん は …… 。 さ、 そ いぢ や、 

これ は 後の ことにして …… 。 お前、 ちょっと 火鉢の 

お 火 をみ といて おくれ。 (干して ある 礼服の 埃 を 払 

ひ、 それ を 持って 奥に はいる) 

桃 枝 も、 一旦 奥へ はいるが、 再び 現 はれて 

卓子の 上の 通帳 をめ くって みる。 眼 を 見張 



ら 桃 ら 桃 
く 枝く 枝 



つたり、 口 を 尖らしたり、 笑 ひ を嚙み 殺し 

たりす る。 やがて 廊下に 跫音。 急いで、 素 

知らぬ 風 を 装 ひ、 バルコニ ィの 方へ 歩 を 運 

、、ヽ o 

らくが コ サック 帽を 手に もって はい つて 来 

る。 

な あに、 それ？ 

トランクの 底から 出て 来たの。 

これで 帽子 だ わ。 

惜しい ことに、 こんなに 虫が ついて …… 。 



うち 

桃 枝 (独語の やうに) なんだか 変ね、 この 家 …… 。 

こんな 帽子 かぶる 旦那さん がゐて さ、 十 年 も 前に 死 

んだ 奥さんの 写真が、 あんなと ころに 飾って あって 

さ …… 。 

らく (帽子 を バルコニ ィの 手摺に のせながら) そ 

れ がどうして 変 だい。 お前 こそ、 子供ら しくない よ、 

余計な 事に こせこせ 気がついて …… 肝腎の 勉強 はお 

留守で せう。 (間) 今日はもう 遅い から、 お茶 はこの 

次の ことにして、 その代り、 ぼつち り だけど、 お 小 

遣 を あげよう。 (帯の 間から 蟇 口を出し、 五十 銭 銀 

貨を 一 つ 渡す) 



一 寿 ほう、 来と るな。 

らく おお、 びっくりした。 何時お 帰りで したの？ 

玄関 は 開き ましたんで すか。 (娘 を 追 ひ 出す やうに 

する) 

一 寿 も うぢき、 お客さん がみえ るから、 何時かの 

葡萄酒 を 出して な。 それから、 飯 はどうなる かわか 

らんが、 ともかく スキ 焼ぐ らゐ できる やうに 支度 を 

しといて くれ。 なに、 仰々 しい こと はいらん。 うち 

うちの 客 だ。 今日は 突然、 電話で 病院の 方へ やって 

うち 

来る つてい ふから、 そんなら、 家へ 寄れって 云って 



やつたん だ。 こっちから はよ く 訪ねる くせに、 向 ふ 

からつ ぃぞ 来た ことのない 男 さ。 おや、 あの 娘 は 何 

処へ 行った？ もう 帰した のか？ 何ぞ もた してや 

るんだ つたのに …… 。 おい、 上から 部屋着 を もって 

来い よ。 ああ、 疲れた。 トレ -フ ァチゲ だ。 (巻 煙草 

に 火 をつ ける) 

やがて、 らくが 派手な ガウン を 持って来る。 

一寿 は、 ワイシャツの 上に それ を 着て、 右 

手 をら くの 肩に かけ、 頰に 軽く 接吻 をす る 

が、 女 は 無表情の まま それ を 受けた きりで、 



そっと からだ を 引く。 

らく (相手の 耳が遠いのに 慣れて ゐる らしく) お 

茶 は 苦い 方に いたし ませう か？ 

一 寿 ああ、 うんと 濃く 出して …… 。 それから、 外 

套のカ クシに 夕刊が ある。 

らく 只今 …… 。 

らくの 後 姿 を 見送りながら、 煙草の 煙 を 長 

く 吐き出して、 民謡 風の 曲 を 低く 口吟む。 

らくの 持って来た 夕刊 を 受け取り、 読み は 



じめ る。 茶が 来る。 音を立てて 啜る。 日が 

落ち かける。 表に 自動車の 止る 音。 

一寿 やって来 たな。 (間もなく 呼 鈴が 鳴る) よし、 

よし、 おれが 出る。 いや、 お前 出ろ。 丁寧に な。 

らくが 玄関に 出る。 その 間、 一 寿 はまた 夕 

刊を 取上げる。 落ちつく ためで ある。 そこ 

へ、 らくが 名剌を 持って くる。 

一 寿 (さも 今 思 ひ 出した やうに) おお、 さう か。 



さあ、 さあ、 こっちへ お通しして …… 。 (扉のと ころ 

まで 出迎 へながら) いよう、 これ はこれ は …… 。 す 

ぐ わかった かね。 

客 は、 これ も 元 外務省 書記 生で、 今日は 輸 

入 商と して 相当 産 をな したと 伝 へられる 神 

谷則武 (五十二 歳) である。 

神 谷 わかる に はわかった が、 訪問に は 悪い 時刻に 

なった な。 いや、 実は、 今夜ね、 ある 男に 会 ふこと 

になって るんだ が、 その 前に、 是非 ちょっと 君に 話 



•:。 君の 細君 はうまい 日本語で さう 云った ことがあ 

るぜ —— 「日本人の 時間、 どうに でもなります」 つ 

て …… 。 

神 谷 (あたり を 見廻して) や あ、 いろんな もの を 

ちゃんと 持って るね、 君 は …… 。 見覚えの ある もの 

ばかり だ。 あの 皿 は、 ストックホルムで 一緒に 買つ 

たもんだ。 ね、 さ うだらう …… 。 あの 会議に 行った 

連中 ぢゃ、 残って るの は 笠 原 だけ さ。 こないだ 土 耳 

古から 帰って来た。 たうとう 参事官まで 漕ぎつ け や 

がった。 どうだい、 病院の 方 は …… ？ 多少 慣れた 

かね。 パス ポ— トに 判を捺 すのと は どっちが 楽 だ？ 



一寿 一日中 薬の 臭 ひ を 嗅いで るって いふの は、 面 

白い もんだ よ。 外へ 出る となんだ か、 鼻 を 忘れて 来 

たやう でね。 まあ、 大きな こと は 云へ ない が、 これ 

でも、 事務長 さんで、 年が 物 を 云 ふから 有難い よ。 

副領事に なると、 とたんに、 首が 飛んだ なんて こた 

あ、 誰も 知り やしない。 海外 放浪 二十 年、 多少 は 法 

螺も 吹け るし ね。 若い 医者 を 煙に 捲く ぐら ゐ なんで 

もない さ。 (紅茶 を 運んで 来たらく に) そんな もの 

より、 葡萄酒の 方が いい。 平民 的に 行かう。 忘れた 

かい、 クレべ エルの カフェ— でさ、 月給 前になる と、 

—— ェ. ギャルソン、 ドウ ゥ. ブラン なんて 呶 鳴つ 



たもんだ。 

神 谷 競馬で 摺 つた 後なん かもね。 さう 云へば、 こ 

の 奥さん だな、 (壁の 写真 を 見ながら) 苦労 を させた 

の は。 留守宅 俸給 を 逆 為替で 捲き 上げたり なんかし 

て さ。 

一寿 (葡萄酒の 栓を 抜きながら) いや、 ほんとの 

苦労 は、 それから 先 だ。 マ ドリ ッドで 首を切られた 

後、 十 年間 義務 不履行と いふ 時代が あつたんだ。 女 

房 は、 しかし、 泣き ごと を 云って 寄越さなかった。 

吾輩 は、 アル ヂ エリヤへ 渡って、 一と 旗 挙げる つも 

りで ゐた ところが、 ほら、 欧洲 大戦 だ。 まあ、 一 つ 



いかう。 目論見 は 外れる、 かへ る 旅費 はなし さ。 え 

えい、 糞ッ ていふ わけで …… 。 

神 谷 義勇兵 だら う。 その 話 は 聞いた。 

一 寿 さあ。 (杯 を 挙げる) 

神 谷 (これに 応じて) レジ オン. ドヌ ウルの 健康 

を 祝す。 

一寿 千 九 百 二十 四 年の 夏 だ …… 女房 危篤の 知らせ 

で …… 。 

神 谷 実は、 話と いふの は、 ほかで もない がね …… _ 

(時計 を 見る) 

一 寿 え？ 



名刺 を 見せる が、 ちゃんと、 左 肩に 五つの 星の 王冠 

が 刷り込ん である。 おまけに、 財産の 点で は、 メェ 

ゾン. ペルシエの 副 支配人と 云った だけで、 相当の 

代物 だ つて ことが わかる だら う。 

一 寿 何処の 副 支配人？ 

神 谷 ペルシエ さ。 知らん か。 横 浜に 支店の ある… 

一 寿 毛唐 かね。 

神 谷 野暮な こと を 云 ふな。 レジ オン. ドヌ ウル！ 

一寿 いちいち レジ オン. ドヌ ウル を 云 ふなよ。 娘 

を 何処で 見たん だね。 



は 三十 七、 日本 流に 数 へても、 八 だ。 名前 は、 ル ネ- 

ド\ポ オシ ョァ、 文字通りの ブル ジョァ • ジ ヤン チ 

ヨン ムで、 さっき 云 ひかけ たが、 モロッコに どえら 

い 地面と、 革の 工場 を もってる さう だ。 

一 寿 なんの？ 

神 谷 革 さ、 牛 や 羊の 皮 …… 。 

一寿 玉の輿 かと 思ったら、 それ ぢゃ 革の 輿 か。 な 

る ほど、 別段 腹 も 立たん ね。 しかし だ。 かう 見えて、 

吾輩 も、 やっぱり 日本人の 端くれ だな。 娘 を 毛唐の 

腕に 抱かせる のかと 思 ふと、 なんとなく 後 暗い。 当 

人 同士、 事 を 運んだ とい ふなら 別 だが、 君 も そこ を 



まい かと 思 ひながら —— それ こそ、 顔 も 見ない やう 

にして 放り出 すんだ …… 。 

神 谷 先生た ち は、 君の 暮し向き について、 別に 知 

らう ともせんの だな。 

一寿 実は、 近頃 少々、 手元 を 見透かされ 気味で ね。 

なかなか、 うっかり できん。 —— お父さん は 痩我慢 

を 張って るなん て、 二人が 蔭で 笑って やすまい かと 

思って ね。 

神 谷 笑って るね、 たしかに。 吾輩 も 可笑しく つて 

たまらん よ。 

一寿 ぢゃ、 そのつ もりで 一杯 あけて くれ。 (葡萄 



酒 を 注がう とする) 

神 谷 もう 沢山。 君の 話 を 聞いて ゐ ると、 世の中に 

子供 を もつ ぐら ゐ 不幸 はない とい ふこと になる。 

一寿 従って、 君ぐ らゐ仕 合せな 男 はない とい ふこ 

とになる。 細君 は、 相 変らず、 君 を 叱る かね。 

神 谷 あんな 婆 は 問題 ぢ やない。 有って 無き が 如し 

さ。 

一寿 ほんと に 無ければ なほよ ろしい か。 

神 谷 (玄関の 方 を 振り返り) 誰か 来た やう だね。 

ぼ つぼつ 失敬しょう。 

一寿 なに、 娘 だら う。 丁度い いから、 少しから か 



つて やってくれ。 だが、 今の 話 は 内証 だぜ。 

らくが 現 はれる。 

らく お 二人とも 御 一緒にお 帰りに なりました。 

(更に 声 を 高く して) あのお 嬢 様 …… 。 

一寿 わかつ とる。 神 谷さん がいら しって るから つ 

て、 さう 云 ひなさい。 

悦子 愛子の 姉妹が はいって 来る。 姉 は 和服、 

妹 は 洋装で ある。 一 見地 味な 扮リ をした 姉 



は、 何処と なく 朗らかで、 妹 はパッ とした 

服装の わりに、 冷たく 取 澄して ゐる。 

一寿 どうした、 早 いぢ やない か、 今日は …… ？ 

悦子 虫が知らせ たのよ、 ねえ、 愛ち やん …… 。 

愛子 (神 谷に) 先達て は …… 。 

神 谷 や あ、 かう して、 お 二人 を 並べて 見る のは随 

分 久し振り だな …… 。 

一寿 初郎の 葬式の 時、 寺へ 来て くれた、 あの 時が 

最後 かね。 

神 谷 この 春ね。 さう だ。 悦 子さん も 愛子さん もな 



一 寿 (得意げ に) 争 はれん もんだ。 (悦 子に) 今日 

は 夜学 はない のか？ 

悦子 代って 貰った のよ。 だって、 この 人ったら、 

どうしても 今夜 映画 見に 行く つ てきかな いんです も 

の …… 。 

神 谷 この 次 は、 わたしが お 伴しょう。 

悦子 でも 今日は、 ごゆつ くりな すって いただける 

んで せう。 

一寿 こいつの 学校って いふの がね、 貧民の 子弟が 

大分 来る らし いんだ。 もう ちっとい い 学校へ 替 へて 

貰へ つて 云って るんだ けど …… 。 



悦子 いい 学校 ぢゃ、 こっちが 勤まりません わ。 

神 谷 気の せゐ かも 知れん が、 かう してみ ると、 悦 

子さん は 少し 疲れて おいでの やう だな。 子供の 相手 

の 仕事 は、 賑やかな やうで、 実は、 地味な ことこの 

上な しです ね。 わたし も 中学 を 出て 二 年ば かり 田舎 

の 小学校 へ 勤めた ， J とがあります。 

一 寿 どう だね、 姉の 方 は、 君の 眼鏡で、 適当な 候 

補 者 はない かね。 

悦子 お父さん は 何時でも あれね。 さう いふお 話、 

ここでな さらない でもい いわ。 

神 谷 はは あ、 聞えない や。 



一 寿 ところで、 君、 ほんと に 急ぐ のか？ 今 用意 

を させて るんだ がね。 

愛子 あたした ち、 どうしょ うか 知ら …… 。 

一寿 お前た ち は 引止めな いよ。 

神 谷 いや、 いや。 吾輩 は、 そんな こと はして ゐら 

れ ない。 もう 約束の 時間 だ。 悦 子さん …… 、 この 次 

は 是非、 愛子さん と 一緒に、 何処かへ 御 案内し ませ 

う。 日曜なら よろしい な。 

愛子 (神 谷に) あの、 呼出しです けれどお 電話い 

ただけば …… 。 (さう 云 ひながら、 自分の ハンド バ 

ック から 名剌を 出して、 神 谷に 渡す) 



らく 速達が 参りました。 

一寿 速達 ：•：• ？ (受取って) Tiens! 誰 だら う… 

•:。 はてな、 田 所理吉 …… (娘た ち は 顔 を 見合 はし、 

意味 ありげ に 眼く ばせ をす る) 

神 谷 ぢゃ、 吾輩 はこの 辺で 引上げよう。 まあ、 お 

嬢さん 方、 ごゆつ くり …… 。 

一 寿 さう かね。 スキ焼 はまた 今度 か。 

神 谷 さう しょう。 ボン ソ アル • モン • ヴィ ユウ！ 

(手 を 差 出す) 

一寿 メ. コン プリ マン . ァ • マダム。 



一同、 神 谷 を 送って、 玄関に 出る。 

やがて、 悦 子と 愛子と が はいって 来る。 

悦子 タイプが 共通ね。 

愛子 でも、 流石に どっか 違 ふわ、 憎々 しいと ころ 

が ある わ。 

悦子 さう か 知ら …… 。 おや ぢ より、 もっとお つち 

よこち よいに 見える けど ？ 

愛子 さうよ、 いいつ もりで ゐる ところがね。 

一寿 (はいって 来て) 面白い 男 は 面白い 男 だが、 



少し 調子に乗 りすぎ とる。 ああい ふ 男が 成功す るん 

だから 世の中 は 広い もんだ。 世間 は 広い やうで 狭い 

とい ふが、 その実、 狭い やうで ゐて やはり、 広い… 

愛子 パパ。 …… 

一寿 わかつ とる。 今、 渡す から、 ちょっと 待って 

くれ。 この 速達が、 どうも 気になる。 田 所理吉 とい 

ふ 男 は、 金輪際、 わしの 記憶に ない。 (手紙 を 開封す 

る) 

悦子 あら、 覚えて らっしゃらない？ 

愛子 去年の 夏、 兄さんが 連れて来 たお 友達よ。 



一 寿 (しばらく 黙読して ゐ るが) ふむ、 なるほど、 

さう 書いて ある。 初郎と 一緒の 船に 乗って ゐ たと あ 

る。 …… 「御 臨終の 模様な ど、 詳しくお 耳に 入れた 

く、 枕頭に あって、 及ばず ながら 最後まで 御世 話 申 

上げた 同僚の 一 人と して、 夙に かくすべき 義務 を感 

じて ゐた 次第であります。 なほ 初 郎君 亡き後で は あ 

ります が、 小生 一身上の 問題に つき、 御 親父た る 貴 

下の 御 配慮 を 煩 はした き 儀 も あり …… ¥ なんぢ や、 

これ は …… >、 此度、 休暇 上陸の 機 を 得ました の を 

幸 ひ、 至急 御 面接お 許し 下さる やう 願 ひ あげます。 

突然 参上いた す も 如何 かと 存じます ので、 予め 御 都 



合 御 漏し 下されば 幸甚に 存じます。 住所 は 表記の 処 

で ございま すが 、 念のため 電 話 番号 を 記して おき ま 

す。 下 谷 一 七 九 三 ご 

長い 沈黙。 

愛子 なんだか 変ね。 (悦 子の 方 をみ る) 

悦子 (小声で) 知って る わよ。 

一寿 小生 一身上の 問題 か …… 。御 親父た る 貴下の 

御 配慮と は、 どうい ふ 筋合の もんかな。 

悦子 兄さんの 代りにお 父さんに 心配して いただか 



一寿 とにかく、 会 はん わけに 行くまい。 お前た ち 

も 一 緖 にどう だ。 

悦子 兄さんの ことで 詳しい お 話 を 聞け るに は 聞け 

るけ ど …… 。 さあ …… (愛子の 顔 を 見る) 

愛子 あたし はどうで も …… 。 その 手紙の 調子 だと、 

会っても 面白くな さ さ うだ わ。 

悦子 なんだか 固苦しい 文章ね。 尤も 兄さん は 「奉 

り 候」 よ。 候文の 方が 短く つてす むんで すって …… 。 

愛子 さ、 この 方 は パパに お委せして、 あたした ち、 

そろそろ 出掛け ませうよ。 

悦子 ちょっと 待って …… 。 兄さんの ことから いろ 



んな こと 思 ひ 出した わ。 ああ、 なんだか 不思議よ。 

こんな ぼうっとした 気 特に まだ なれる のか 知ら …… _ 

愛子 いつまでもお 若く つて 結構ね。 

悦子 朝 は 早い し、 夜 はねむ いし、 眼の 前に は 用事 

ば つかり！， 田 つてる し 。 

愛子 遊ぶ だけで も 忙しい し …… 。 

悦子 さうよ。 頭が、 前へ も 後へ も 働かない つてい 

ふ 感じね。 それが、 今晩は …… ほんと に 久し振り だ 

わ …… 。 嗤 はれても いいから、 あたし、 少し、 しん 

みり しょうつ と …… 。 

愛子 これから すん の？ よして よ、 後生 だから… 



き やう だ い 

悦子 (父の そばへ 行き) ねえ、 お父さん、 同胞 や 

親子の 間に、 何 か 秘密が あるって こと は 不幸 ぢ やな 

い？ 秘密って いふと 大袈裟 だけど、 自分 だけで 苦 

しまな けり やならない ことがあったら …… 。 

一寿 (眼 をつ ぶって ゐる) どうして そんな こと を 

云 ひ 出したん だ。 

悦子 どうしてって ことない けど、 兄さんの こと を 

ふっと 考 へて、 親 同胞って もっと 近い もん ぢ やない 

かって 気がし だした の。 みんな てんでん ばらばらで 

ゐ すぎた わ。 お 互に、 知らない ことが 多すぎる わ。 



ちが 余計 可愛い とお 思 ひに なった？ 

一 寿 (当惑した 笑 ひ) さう さな …… 。 

悦子 そり や、 あんた よ。 生れた 時から 抱っこされ 

てたん です もの。 

一 寿 (笑 ひに 紛らして しま ふ) 

愛子 さう いふ こと、 平気で 云へ ない もんか 知ら… 

一寿 なにしろ、 お前が 四つ、 姉さんが 六つの 時に 

は、 もう わし は 日本 を 離れち まったん だから …… 。 

愛子 あたしの 方が 可愛い かったつて、 ちゃんとお 

つ しゃいよ。 



何処が うま いんだ。 

悦子 丁度い いぢ やない の、 おらく さん は バタの 臭 

ひ を 嗅ぐ と 胸が わるくなる つて 云 つてる から …… 。 

一寿 (悦 子に) おい、 二階から 洋服の 上着 を もつ 

て 来て くれ。 いや、 わからん かな。 わしが 行かう。 

(出で 去る) 

愛子 さっきの 手紙ね、 おや ぢ、 ほんと に 見当つ か 

ないか 知ら？ 

悦子 あたし はっくけ ど …… 。 

愛子 後生 だから、 姉さん、 余計な 干渉 しっこな し 

よ。 



一寿 (帰って来て、 紙幣の 束 を 卓子の 上に 投げ出 

し、 知らん顔 をして、 煙草に 火 をつ ける) 

愛子 (それ を 全部 そのまま 自分の 方へ 引 寄せ、 悦 

子に) ぢゃ、 これで、 こないだの 分、 みんな 貰つ と 

くわよ。 かま はなく つて？ 

悦子 (笑 ひながら) しかたがな いわ。 またい る 時 

借りる から …… 。 お父さん、 愛ち やん、 すばらしい 

ピアノ を 買 ふんです つて …… 。 独逸 製よ …… 。 

一寿 そんな 金が 何処に あった？ 

愛子 安い 出物が あつたの。 もち、 セカンド • ハン 

ドょ。 たった 四百 円です もの。 



一 寿 だから、 そんな 金 を 何処から 引出し たんだ。 

愛子 あら、 引出す つてい へば 銀行 ぢ やない の？ 

悦子 お父さん、 御存じない？ 愛ち やん は 財産家 

よ。 (妹に 眼く ばせ をして) 云っても いいこと？ 

愛子 人の 貯金の ことなん か、 どう だってい いわよ。 

さう さう、 ねえ、 パパ、 このお 人形、 あたしに 頂戴 

ね。 せんから 欲しかった の。 (飾 棚の 和 蘭人 形 を 取 

上げる) 

悦子 あら、 ずるい わ。 

一寿 そいつ はな あ …… まあいい か。 人に やる んぢ 

やない よ。 



愛子 (奥に 向 ひ) ちょっと、 おらく さん …… 小 母 

さん …… あたしの 部屋の 電球と り替 へと いて くれ 

た？ 

奥で、 「あ、 さう、 さう」 とい ふらく の 声。 

悦子 球なん か 自分で 替 へなさい よ。 

そのうちに、 らくが、 電球 を 持って 現 はれ 

る。 



らく これでよ ろしいで せう か。 

愛子 は 引った くる やうに それ を 受け取 つ て、 

すかして みる。 

愛子 駄目よ、 これ、 二十 四 ワット ぢ やない の？ 

四十で なきや、 暗く つて、 字 も 読めない わ。 

一 寿 (娘の やや 粗雑な 言葉の 調子 を 聞きと がめ、 

しばらく、 ぢ つと 眼 をつ ぶって ゐ るが、 やがて) お 

い 愛子、 それから 悦子、 お前た ちに 云って おくが ね 

ひと 

…… 。 (長い間) この 女 は、 もう 雇人 ぢ やな いんだよ。 



らく、 室 を 出ようと する。 

娘 桃 枝、 そっと 現 はれ 母親の 顔 を 見る。 

二 

舞台 は 前に 同じ。 

数日後の 日曜日 —— 午前 十 時 頃。 

一寿と 田 所理吉 (二十 九 歳)。 主客 は 卓子 

を 挟んで 向 ひ 合って ゐる。 田 所 は、 二等 運 

転士の 服装、 健康な 赭顔に 絶えず 微笑 を泛 

ベ てゐ る。 



そこへ 悦 子が 現 はれる。 

悦子 愛子 はなんだ か 気分が わる いんで、 失礼す る 

つて 申して ます わ。 少し 風邪気味ら しいんで すの。 

田 所 (ぢ つと 悦 子の 顔 を 見つめ) ちょっと 顔 だけ 

見せる つ てわけに 行きません か。 

一寿 今朝、 食事の 時 は 起きて 来よ つた ぢ やない か。 

悦子 起きて はゐ るんで すよ。 でも 変な 顔して お 目 

にか かるの いやなん でせ う。 さう さう、 岡 田さん は 

どうして ハ らし つて？ 



ぶこと かどう か …… 。 

田 所 それが 問題なん です が、 ぢゃ、 はっき リ云ひ 

ます。 実は、 愛子さん のこと で 御 相談が あるんで す。 

一 寿 。 

田 所 僕 も、 やっと 一等 運転士の 免状 も 取りました 

し、 そろそろ 。 

一寿 ああ、 わかった。 愛子 を くれと 云 はれる のか。 

そいつ は、 僕に 相談しても なんにもな らんよ。 僕 か 

ら 取次いでも いいやうな もんだ が、 あれ も 自分の こ 

と は 自分で やる と 云つ とる。 なるほど、 それだけの 

頭 もで きとる やうに 甲 3 ふから、 僕 も 一 切 信 弔して、 



田 所 満足で きないと いふ 意味です。 

一 寿 そり や 無理 だ。 どんな 約束 をした か 知らん が、 

当人 同士の 約束 だけで は、 正式の 約束と は 云 へん。 

第一、 親の 僕が、 与り 知らん とい ふ 法 はな いぢ やな 

、ゝ o 

レ 力 

田 所 あなた は、 一 切 干渉 をな さらない 方針 ぢ やな 

かったんで すか。 

一 寿 今 はさう だ。 しかし、 娘が そんな 約束ぐ らゐ 

に 縛られて、 身動きが できん 羽目に 落ちて ゐ るなら、 

吾輩 は、 断じて、 約束なる もの を 取消させる。 こり 

や 当り前 だら う。 



でゐ たんです か？ 

田 所 それ を、 はっき リ申 上げる ために は、 愛子 さ 

んの 同意 を 得なければ ならないで せう。 かま ひませ 

/< 力？ 

一寿 そいつ はかま はんと 思 ふが …… いや、 待ち 給 

へ。 君に それだけの デリカ シィ があるなら、 僕 も、 

強 ひて 訊くまい。 愛子から 云 はせ る ことにしよう。 

かう つと …… では、 またとい ふの もなん だから、 君 

しばらく、 悦 子と 話で もして ゐて くれ 給へ。 僕 は、 

ちょっと 愛子の 様子 を 見て くるから …… 。 



一寿が 奥へ 引 込む と、 入 違 ひに 悦 子が 現 は 

れる。 

悦子 (小声で) 妹 はどうして ああで せう。 お 目に 

かかる のが 恥 かしい のか 知ら …… 。 あたくし、 お 手 

紙の こと、 知って てよ。 

田 所 ああ、 僕の 手紙です か。 愛子さん は、 ほんと 

に 読まないで 破い ちまつ たんで せう か。 兄さんのと 

ころへ は、 さう 云って 来て ましたよ。 どうも、 そい 

つが 信じられな いんだ。 

悦子 あたくし にも、 絶対、 あなたの こと は 隠して 



が、 どうも、 一方的な 説明 は、 こいつ、 しにくく つ 

て …… 。 

悦子 (好奇 的に 眼 を 見張り) あら、 そんな 深い 事 

情が おありになる の？ うそで せう。 いくら なんで 

も、 たった 二日の 間に。 そこまで 行ける か 知ら… 

•••?• 

田 所 行つ たんだから 仕方がないで せう。 

悦子 妬いて ると 思 はれち やい や だけど、 あの 子、 

あたしなん かより、 ずっと 大胆 だ わ …… 。 

田 所 あなたに は、 むろん、 第一に 親しみ を 感じ ま 

すよ。 



悦子 (そこに ある 急須に 手 を 触れて みて) 少しお 

ぬるい か 知ら。 

間。 

田 所 学校の 方 は、 まだお 止めに なりません か？ 

悦子 停年に は 間が あります もの。 

田 所 いや、 さう いふ 意味で なく、 相 変らず、 興味 

をお もちです か？ 

悦子 職業と してで は、 もっと 柄に 合った 仕事が あ 

りさう に 思 ふんです けれど、 あそこに ゐ ると、 贅沢 



平気で 思 ひ 切った こと を やり ましたよ。 これ は 内証 

だけれ ど、 船で 泥棒 をした 苦力 を 南京袋へ 押し込ん 

で、 海ん 中へ ぶち 込ん ぢ やったり してね。 

悦子 え？ そして ？ 

その 時、 一 寿が 現 はれる。 

一寿 別々 に 話 を 聞い たんで は、 どうもよ くわから 

んが、 …… (悦 子の ゐ るのに 気づき) あ、 お前 は 遠 

慮した 方が よから う。 (悦 子の 姿が 消える の を 待つ 

て) さっきの 君の 話 は、 たしか なんだら うね。 当人 



は、 君の こと を 忘れて は をらん。 これ は、 現に 当人 

が 前言 を 取消したん だから 安心し 給へ。 ところで、 

君との 関係 だが、 君の 云 ふやうな 約束に 類した こと 

は、 絶対にして をらん と 云 ひ 張 るんだ がね。 その 点 

は、 何 か 君の 勘 違ひぢ やない か？ 或は、 思 ひ 過し 

とで も 云 ふか。 

田 所 (苦笑して) さう すると、 僕が、 余つ ぼ ど 間 

抜けな 男になる わけです が、 それ を 事実に ついて 申 

上げる こと は、 なんとしても 忍びません。 自分自身 

のために 忍びな いんです。 しかし、 あなたの 公平な 

御 判断で、 愛子さん が、 僕に 会 ふこと を 拒まれる 点 



田 所 いいえ、 僕 は 婉曲な 断り方なん かして 欲しく 

ありません。 はっきり、 厭やなら 厭やで 結構です。 

但し、 僕と して は、 愛子さん に なぜ、 こんな 卑怯な、 

そして 歯痒い 取扱 ひ を 受けな けり やならない のか、 

なぜ もっと 堂々 と、 僕に 会 ひたくないなら、 ない I 

I 好意が もてなく なったら、 もてなく なった 釈明 を 

して くれない のか、 その 点 だけ を 訊ねた く 思 ふんで 

す。 でなければ、 僕 は 諦める にも 諦められな いぢ や 

ありま せんか。 いったい 全体、 この 家ぢ ゆうの 者が 

どうかして るんだ！ 



らく お昼 はどういた しませう。 

一寿 (その 方 を 見ないで、 やや 無言。 やが て ) 今 

の 話 を 聞いて ゐ たか？ 

らく いいえ ええ、 ところどころ 。 

一 寿 昼 は、 おれ はまた うどんだ。 愛子の 奴、 なに 

してる か 見て 来て くれ。 平気な 顔して たら、 ちょつ 

とこ こへ 来る やうに 云 ひなさい。 

らくと 入れ違 ひに、 悦 子が 現 はれる。 



今 は 今と いふ ことぐ らゐ 解り さうな もんだ と 思 ふ。 

そこ は、 呑み込ん でか かりさへ すり や、 わしに も 手 

心が あるし な。 知らん 存ぜぬ 一点張り では、 まづぃ 

ぞ、 こり や …… 。 

沈黙。 

悦子 あたしが 口を出し ちゃわる いけど、 こないだ 

も そこ を 云った のよ。 ひとりで 苦しんで るの は 損よ 

一寿 (悦 子に) お前 は やっぱり、 あっちへ 行って 

なさい。 



愛子 (素っ気なく) さう いふ ことなら、 いくら だ 

つて ある わ。 

一寿 あるか、 なるほど。 ぢゃ、 いちいち、 挙げて 

みなさい。 

愛子 (相 変らず、 人 ごとの やうに) 先づ、 新 宿で 

切符 を 受け取る と き あ の 人が みんなの を 買って 

くれたの —— そん 時、 あたし、 その 切符 を 受け取る 

拍子に、 あの人の 指 を 一緒につ まん ぢ まった の、 は 

つと 思って、 顔 を あげたら、 あの人、 真っ赤に なつ 

て、 なんべんもお 辞儀して た わ。 

一 寿 (考 へて) うむ …… それから …… ？ 



愛子 電車から 降りる 時、 あの人、 網棚の 上への つ 

けて あつたお 弁当の 包み を、 ひとりで 下ろさう とし 

てた から、 あたし、 何気なく それ を、 ひとつひとつ 

受け取って やった のよ。 すると、 いちいち、 すみ ま 

せん、 すみませんって 勘定す るみたい に 云 ふから、 

—— すまない ことない わって、 ただ それだけ 云った 

の。 さう したら 泣き さうな 顔して、 あたしの 眼、 ぢ 

いっと 見て た。 

一寿 (考 へて) ふむ …… それ は それだけ だね？ 

愛子 ええ。 それから、 青梅 電車の 中で、 ほかに 人 

が 少なかった もんだ から、 みんな とても はしゃいで、 



歌 を 唄 ふかと 思 ふと、 お 互に 悪口の 云 ひ 合 ひ をした 

リ、 とても 大変な の。 あたし は、 だまって 聞いて た 

ん だけど、 —— 一番なん とか はだ あれ だ —— つてい 

ふ 問題 を 一 人が 出す と あと 四 人が 一 緒に 応へ るって 

いふ、 子供み たいな 遊び、 兄さんが 発明した の。 I 

I 一番お すまし はだ あれ だ —— つて、 それ はお 姉 さ 

んが 出した のよ。 さう したら、 兄さんと 岡 田さん が、 

一緒に —— タ ドン コロンって、 あの人の 綽名よ、 さ 

う 云ったら、 あの人が いきなり、 —— 僕の 隣 リの人 

つて 云 ふの。 あたしの ことよ。 でも、 多数決 だから、 

あの人の 負けよ。 その 次ぎ、 岡 田さん だった かが I 



I 一番 黒い の だ あ …… つて 云 ひかけ た 時、 あたし、 

丁度、 コンパクト を 出して たもんだ から、 いきなり 

それで、 —— この 人って、 指さう と 思ったら、 それ 

が、 生憎、 あの人の 鼻へ さはつ ちゃった の。 

一寿 (考 へて) 白く ついた わけ だね。 (長い 沈黙) 

で、 あと は、 みんな その 程度の ことか。 も そっと、 

深刻な の はない か？ 

愛子 ぢゃ、 みんな 云つ ちま ふわ …… 。 ほら、 みん 

なが 酔っ払って、 宿屋へ 泊ら うって ことにな つたで 

せう。 男 三人と、 女 二人、 もちろん 別々 の 部屋に 寝 

たのよ。 そのうちに、 男の 方で、 ぐうぐう 鼾が 聞え 



愛子 それが よ。 閉めて あつたの よ。 でも、 少し 隙 

間が 開いて る もんだ から、 あたし、 気になって …… 

ひょいと、 何気なく 手 を 伸ばして、 それ を 閉めよう 

としたの …… 。 その 手 をぐ いとつ かまれた 時、 あた 

し、 もうなん にも 見えなかった。 声 も 出なかった の。 

ハツと 気がついて みると、 部屋が 真っ暗に なって て、 

…… 外に は 風が 出て ゐ たらしい わ。 雨戸が 頭の 上で、 

ゴ トゴト 鳴って ゐ たの …… 。 

一寿 たしかに、 あの 男 だと わかって たんだね。 

愛子 (急に、 つめ 寄る やうに) わかって たら どう 

なの？ あたしの 責任な の？ (激しく) いや だ わ、 



いや だ わ …… そんなの、 なんにもなかった のと おん 

なじ だ わ。 最初から 最後の もの を 与へ るなん て、 そ 

んな 馬鹿な 女 どこに もない わ。 さう いふ ことが、 何 

の 証拠になる の？ 男が、 それで、 何 を 得た と 云へ 

るの？ 自惚れる がいい わ、 勝手に …… 。 約束なん 

て、 それが どんな 約束な の？ 愛して る 証拠なら、 

ほかに ある わ。 いくら だってみ せられる …… 。 さう 

よ、 なぜ 拒まなかった かって 云 ふんで せう。 ああ、 

女って、 そんな もん ぢ やない わ …… 。 (卓子に 突つ 

伏す) 



この 時、 悦 子が 忍び足で、 入口に 現 はれ、 

父の 方に 眼く ばせ をして、 快げ な 微笑 を 送 

る。 一寿 は、 それに 応 へる 代りに、 静かに 

瞼 を閉ぢ る。 

悦子 (そっと 愛子の 肩に 手 を かけ) 大丈夫よ、 大 

丈夫よ、 愛子ち やん …… 。 あたした ちが 附 いてる わ 

よ。 長い間、 ひとりで 苦しかった でせ う。 可哀 さう 

に …… 。 そんな 秘密 を あんた が 持って ると 判ったら、 

あたし は、 もっとも つと あんた を 労 はらな けり やな 

ら なかつ たんだ わ …… 。 遠くに ゐた あんた が、 今、 



急に、 こんなに あたした ちの 近くへ 戻って 来よう な 

んて …… それ こそ、 夢の やう だ わ …… 。 だから、 あ 

たし、 悲しい のか、 うれし いのかわ からない …… 。 

さうよ、 葬らな けり やならない 過去 は、 早く 葬って 

しま はう …… ね。 あんた、 まだ 泣いて るの …… ？ 

愛子 (急に 顔 を あげ) う ゝん、 泣いて なんか ゐな 

い …… (その 通りで ある) 

悦子 もっと、 あたしの そばへ 寄りなさい よ。 

愛子 ええ、 ありがたう …… 。 だけど、 あたした ち 

は、 姉さんの 云 ふやう に、 近くな つたなん て、 うそ 

だ わ。 大ぅ そだ わ …… 。 



悦子 あら、 どうして？ 

愛子 (冷たく) パパ、 あたし は、 今日から、 この 

家 を 出て くわ。 なんにも 心配し ないで 頂戴ね。 いろ 

んな ことが、 だんだん わかって 来たから だ わ。 自分 

の 生活 は、 お父さん や 姉さんの そば にないつ てこと 

がわかった の …… 。 (入口に 立って うしろ を 振り返 

り) 居所が きまったら、 すぐお 知らせす る わ …… 。 

一寿 おい …… 愛子 …… 。 

愛子 姿を消す。 

说子 は、 しばらく それ を 見送って ゐ るが、 



精 髭 を 生やした 沢 一 寿で ある。 彼 は、 扉 を 

開けに 行く。 奥 井ら くが 立って ゐる。 

一寿 なんの 用 だ！ 

らく さう 突慳 貪に 云 はないで 下さいよ。 はいつち 

やい けな いんです か。 

一寿 用事 を 早く 云ったら いいだら う。 

らく それ ぢゃ あなた、 風邪 を 引きます よ。 いいん 

です 力 

一寿 (渋々、 引つ 返して 丹前の 袖 を 通しながら) 

今日は 娘た ちの 来る日 なんだ。 また 見つかる と、 わ 



しはい や だよ。 

らく だから、 すぐ 帰リ ますよ。 (さう 云 ひながら、 

火鉢の そばに 蹲る) 

一寿 ねえ、 おい、 今の 境遇 ぢゃ、 さう さう は 困る 

よ。 もう 就職 も、 わし は 思 ひきった。 神 谷の 奴 も、 

てんで 相手に して くれず、 この 年に なって、 方々 へ 

頭 を 下げて 廻る より は、 かう して 細々 と暮 して ゐた 

方が まし かも 知れん と、 近頃 やっと 覚悟 をき めたん 

だ。 

らく 愛子さん の 方から は、 ちっと、 どうかで きな 

いんです か。 



風 もな し、 絶好の ゴルフ 日和 だな。 (クラブ を 振る 

直 (似 をす る) 

らく あなた、 やった こと あるんで すか。 ゴルフと 

かって …… 。 

一 寿 (照れて) ない。 

この 時、 扉 を ノックす る 音。 

一寿、 慌てて、 扉 を 細目に 開ける。 

「お 電話です、 横 浜から」 とい ふ 声。 

一寿 ありがたう。 (らくに) ぢゃ、 今日はもう 帰る 



力？ 

らく しかたがないで せう。 (これ も 起ち 上って、 

一 緒に 出かける が、 思 ひ 出した やうに) また 序に、 

洗濯 を 持 つ て 行きます よ。 

彼女 は、 戸棚から、 汚れた シャツ、 猿股、 

ハンケ チ など を 取り出し、 それ を 新聞紙に 

包む。 脱ぎ 棄 てた 洋服 を 壁に 掛ける。 ボケ 

ットの 中の もの を 出して みる。 銀貨が チヨ 

ツキの 力 クシから こぼれる。 その 一 つ 二つ 

を、 手早く 帯の 間へ 押し込む。 



一 寿が、 寒さう に はいって 来る。 

らく さう さう、 いい 話 を 聞き ましたよ。 

一寿 (大袈裟に) ああ、 たまに はいい 話 を 持って 

来て くれ。 

らく さう いふい い 話 かどう か 知らない けど、 今ゐ 

る 家の 階下の 店へ 来る 問屋さん でね、 悦 子さん の 学 

校へ 文房具 を 入れて る 人が あるんで す。 その 人が さ 

う 云って ましたよ 悦 子さん は、 どうして、 すご 

いんです つてね。 

一寿 さう いふ 噂 は、 半分に 聞い とくと いい。 



一寿 云 はんで よろしい。 聞きたくない。 

らく あら、 怒つ たんです か？ 

一 寿 (火鉢の 炭 を 吹きながら) 拗ねて みせる やう 

な 年に なって みたい、 もう 一度 …… 。 

らく 悦 子さん は、 若い 男の 先生 達から、 とても 騒 

がれて るんで すって …… 。 ところが、 うんと 騒がし 

といて、 そのうちの 一人 を、 誰も 知らない うちに、 

ちゃんと 手な づけて るんで すって、 三年 前から …… 。 

そり や、 わからな いやう にうま いんです つて さ。 相 

手 は 五つと か 年下なん です けどね、 学校に ゐる時 は、 

まるで 子洪扱 ひに して、 お K ひまで させ るんで すつ 



て …… 。 

一 寿 (益々 顔 を 火鉢に 近づけ、 やたらに 灰 を 吹き 

上げる) あちい ッ！ (顰めた 顔で、 らく をみ あげ) 

おい、 頼む から 帰って くれ。 

らく はい、 はい、 ぢゃ、 御用がなければ、 あたく 

し は帰リ ます。 

一寿 教 へた 通りの 挨拶 をして 行け。 

らく (ぎごちなく、 一 寿の 額に 接吻す る) 

彼女が 出て 行く と、 一寿 は、 洋服に 着かへ 

はじめる。 最初の 場で 唄った のと 同じ 節の 



弓 力ん 力 レ？ 

悦子 風邪なん か 引い てられな いわ。 忙しく つて 忙 

しく つて …… 。 

一 寿 灶 P 構 だ。 

悦子 愛ち やん、 今日 来る？ (チョッキと 上着 を 着 

せかけ て やる) 

一 寿 今 電話 を かけて 寄越した。 出かける 時間 だけ 

ど、 ゴルフ場から 車が 帰って来な いんで、 ことによ 

ると、 少し 遅れる かも 知れん つて さ。 十二時に は 間 

に 合 ふだら う。 

悦子 今日は 是非、 会って きたいの。 この 前 は あん 



な 風に して 別れた もんで、 あと 気持ちが 悪くて …… _ 

でも、 ああな つち まったら、 なほらない もんね。 も 

う ちゃんと 性格に なって る わ。 どうい ふ もの か 知ら 

…… 人の 言 ひなり になる つて ことが いやな のね。 

一 寿 亭主に は ああで もなから う。 

ひと 

悦子 それが、 あの 女うまい のよ。 西洋人が 日本の 

女の どうい ふところに 目 をつ けて るか、 ちゃんと 呑 

み 込んで る わよ。 西洋人のお 神さん になって、 西洋 

の 女の 真似 をし ちゃ 損 だって こと を、 百 も 承知なん 

だから 感心 だ わ。 甘え 方 だって、 ほら、 何時かみ て 

なかった？ あたした ちの 前なん かと、 どう？ が 



ら つと 変つ ちま ふでせ う。 まるで 芸者よ。 あれ、 驚 

いた、 あたし …… 。 

一寿 驚く こと はない さ。 お前 だって、 亭主 を 持つ 

たら おんな じこった。 

悦子 違 ひます よ。 いくらなんでも、 かう いふ (頸 

と 肩と を 同時に 寄せて 行く 科 を 作って みせ) 真似 は、 

あたしに はでき つ こない わ。 あんな 恰好、 何時の 間 

に 覚え こんだ か、 訊いて やらう か 知ら …… 。 

一 寿 また、 また！ お前 も 近 ごろ、 ずばず ば 云 ひ 

過ぎる よ。 あいつ は あいつで い いぢ やない か。 わし 

も、 お前 も、 あいつの 世話にな つてる わけ ぢ やなし、 



ちゃな らん。 どうしたんだ、 え？ 妙に 沈ん じ まつ 

たぢ やない か？ 

悦子 あたし、 お 水 一杯 ほしい わ。 汲みた てない？ 

(一寿が 起た うとす るの を 止めて) いい わ、 いい わ、 

あたし、 行って 飲んで 来る から ：：： 。 コップ 貸して 

…… 。 (戸棚へ 行って、 自分で コップ を 出す) 

一寿 わしが 持って来て やらう。 

悦子 いいのよ、 さう して らっしゃ いよ。 

悦子 は、 幾分 重い 足取りで 廊下に 出る。 一 

寿 は ぼかんと それ を 見送って ゐる。 やがて、 



起ち 上って、 蟇 口の 中を検 める。 紙幣が 二 

三枚 小さく 畳んで 入れて ある。 チョッキの 

力 クシに 指 を 突っ込んで、 小銭 をつ まみ 出 

す。 ちょっと 考 へる。 が、 別に 何も 気がつ 

いた 風 は 見えない。 

十一 一時の 汽笛。 

悦 子が、 帰って来る。 顔が 蒼 ざめ てゐ る。 

悦子 おうお、 寒い。 

一 寿 さあ、 あたれ、 あたれ …… 。 (椅子 を 一 脚 火鉢 

の そば へ 引 寄せて やる) 



悦子 おらく さん、 どうしてます？ 

一寿 うむ？ (聞えない ふリ をして ゐる) 

悦子 おらく さんよ。 近頃、 どうして ますって 訊い 

てるの。 

一 寿 (曖昧に) いや あ …… あれ もね え …… なんち 

ゆうこと はない さ。 

悦子 あたし、 ちっとも かま はない から、 一緒にお 

なりに なったら どう …… 。 さう していた だかない と 

あたし、 却って 困る わ。 第一、 御 不自由で せう。 そ 

れに、 あたしが わる 者みたい で …… 。 ねえ 後生 だか 

らむづ かしい こと 云 はないで、 側へ 呼んで おあげな 



一寿 な あに、 お前が 思って る ほどの こと はない。 

わし も、 かう いふ 生活 は、 慣れつ こに なつと るし、 

気楽で いいよ。 なにも 今更、 朝 は 味噌汁で なけり や 

ならん とい ふわけ もな しさ。 お前 たちさへ、 かう し 

て、 時々 顔 を 見せて くれさへ したら、 このまま かう 

して ゐる のが、 誰に も 迷惑 を かけんで 一番い い。 お 

や、 お前、 熱で も あるん ぢ やない か。 顫 へて るぢゃ 

ないか。 (娘の 額に 手 を あてて みる) まだ 寒い か。 

悦子 (肩で 呼吸 をしながら) 愛ち やん、 早く 来な 

いかな あ …… 。 人が 待って るの を 知らないんだ わ… 



一 寿 (腰 を 浮かし) もう 家 を 出た かどう か、 訊い 

てみ よう。 

悦子 電話？ い いぢ やない の。 来る 時 は 来る わよ。 

あたし 今日は 愛 ちゃんと、 一 生の 仲直り を すん の。 

一寿 立会人 はいらん のか？ わし は、 もう 役に立 

たん。 お前た ちの 一生と 云へば、 わしが 死んで から 

の 方が 長い わけ だ。 

悦子 立会人なん かいる もんです か？ ひとりでに 

うまく 行く 方法 を考へ たのよ。 

一寿 さう 云 ふが、 お前た ち は それほど 仲の 悪い 



き やう だ い 

姉妹で もな いぢ やない か。 それに 較べる と、 あれ 

なんか ひどかった。 話した かも 知れん が、 わしが 最 

初に 外務省から 語学 の 勉強に やらされた フランスの 

トウ ウルと いふ 町で だが、 丁度 下宿 をした 家に、 五 

十 そこそこの 婆さんが 二人 ゐ てね、 一方 は マダム- 

テパ ァズ、 一 方 はマド マゼル • ポオ リイ ヌ とみんな 

が、 呼んで ゐた。 二人とも、 その 家の 主人の 姉さん 

で、 めいめい 食 扶持 を 持ち寄って 所謂 共同生活 を や 

つて ゐる わけ だが、 その 二人 姉妹 は、 姉さんの マダ 

ム • テ パァズ がお 嫁に 行って ゐる 間の 幾年 か を 除い 

て、 それ こそ、 朝晚顔 をつ き 合 はせ てゐ ると いふ 間 



合に、 その へん、 なかなか、 聴く 方で も 骨が折れる 

扉 を ノックす る 音。 

一寿 アントレ ェ！ 

愛子が、 すばらしい 洋装で 現 はれる。 

一寿 (わざと、 西洋 紳士が 貴婦人 を迎へ 入れる 時 

の やうな 調子 を 真似て) ビヤン • ヴ 二 ユウ. シェェ 

ル. マダム。 (それから、 椅子 をもう 一 脚 火鉢の そば 



へ 寄せながら) アツ ソ イエ • ヴ . マダム • ラ • ヴィ 

コ ン テス！ 

愛子 (父親の 道化 芝居に は 目 も くれず、 いきなり、 

姉の 方に 向って) どう？ 忙しい？ 

悦子 愛ち やん、 今日は 一生の 仲直りし ませう。 あ 

たし、 今度、 遠くへ 行く ことにな つたの。 

一 寿 (驚いて) 何処へ 行く つて？ 

悦子 まだ、 はっきり 決めて ない の。 なるべく 遠く 

へ 行つ ちま ふつ もりよ。 

愛子 な あぜ。 

悦子 少し、 わけが あって …… 。 ゆっくり 話す わ。 



一寿 転任 かい？ 

悦子 ええ、 まあ、 都合に よって は、 さう いふ 形式 

になる かも 知れない わ。 

一寿 お前の 志望で かい、 それとも …… 。 

悦子 ちょっと、 その 話 は 後に して、 今日は、 どう 

すん の？ 

一 寿 (愛子の 顔 をみ て) また、 例の 支那 料理 か？ 

愛子 坐る の 困る わ、 あたし …… 。 それに、 今日は 

ゆっくりで きないの、 お茶に 呼ばれて るから …… 。 

一 寿 何処のお 茶？ 

愛子 大使館よ。 二 時に ルネ が迎 へに 来て くれる こ 



悦子 でも、 御 自慢なん だから、 させて おあげな さ 

いよ。 

一 寿 (珈琲の 道具 を 用意しながら) 材料が 材料 だ 

から、 思 ふやう に は 行かん さ。 

その 間に、 愛子 は、 寝台に 近づき、 姉の 隣 

に 腰 を かける。 

愛子 (ぢ つと、 姉の 横顔 を 見て) 顔色が わるい わ 

ね。 

悦子 あたし、 今の 学校よ す ことにな つたの。 



つて、 おまけに、 当分 絶交み たいな ことにな つたの、 

あれ、 今でも 不思議な のよ。 

愛子 。 

悦子 お 互に 秘密なん かない やうに つて、 あの 少し 

前、 あたしが 云 ひ 出した わね。 あん 時の 気持、 今 も 

変って ない わ。 だから、 今度 は、 あたしの 秘密 を 打 

明ける 番 なの。 あんた の プライドが、 何時かの 問題 

であた しの 前に 傷 けられた とすれば、 今日は、 あた 

しの プライド を、 あんた の 前で、 踏みに じらう と 思 

ふの …… 。 それで アイコ ぢ やない の。 でも、 あたし 

は、 あんた の やうに、 自分 を Hue じる ことができない 



気が でない わ。 

愛子 とにかく 話して みたら …… ？ あたしで、 出 

来る だけの こと はする わ。 ただ、 その 前に、 これ だ 

けの こと は 云つ とくけ ど、 姉さんが 重大 だと 思 ふこ 

と を、 あたし は それほどに 思 はない かも 知れない わ 

よ。 そん 時、 同情の しかたが 足りない なんて 云つ ち 

やい やよ。 

一寿 (珈琲 を 珈琲つ ぎに 入れながら) 二人ともお 

代り はいらな いか？ 

愛子 いらない わ。 ぢゃ、 云 ひなさい よ。 

悦子 頼りない な あ …… 。 でも、 思 ひ 切って 云 ふわ 



—— 愛ち やん を悦 ばす と 思 つ て 云 ふわ。 

愛子 (ぴくりと 眉 を 動かす) 

悦子 あたし、 実は、 学校の ある 男の 教師と、 三年 

前から、 愛し 合って ゐ たの。 むろん、 周囲が うるさ 

いから、 絶対 誰に も 知れない やうに 注意して た わ。 

それ はま あ、 うまく 行った の。 

愛子 。 

悦子 ところが、 去年の 夏 頃から、 ふっとした 機会 

に、 もう 一人の 男の 教師と 度々 話 をす る やうに なつ 

て、 別に それ はなんで もな いんだけ ど、 ほら、 前の 

男が 妙に 気 を 廻し はじめた の。 初めはた だ、 そんな 



こと 弁解す るの は 馬鹿々々 しいぐ らゐに 思って た わ _ 

嫉妬って 恐ろしい もんね。 たうとう しま ひに、 人前 

であた しの 方 を にらみつけたり、 二人き りになる と 

めそめそ 泣いたり する やうに なって 来て、 いくら わ 

け を 云っても 承知 しないんで せう。 こっち もうる さ 

くなる わ、 しま ひに …… 。 勝手にし ろって いふ 気に 

なる わ。 それで、 その 結果が、 まったく、 思 ひがけ 

ない 方向へ あたし を 引っ張って つたの …… 。 それ ま 

で 何でもなかった 相手と、 冗談みたい にして 離れら 

れ ない 関係が できち まった のよ。 今から 思 ふと、 な 

んだ つて そんな 向 ふ 見ず な ことができ たらう つ て 気 



愛子 若い 方ね？ 

悦子 ええ …… 。 でも、 さう いふ 気持 を 別にしても 

その 方が 正しい んぢ やない か 知ら …… ？ 

一寿 (自分の 珈琲 を 飲み干し) おい、 折角の が 冷 

めち ま ふぢ やない か。 

愛子 (黙って、 卓子に 近づき、 珈琲 茶碗 を 取り 上 

げる) 姉さん、 それだけの 話？ 

一 寿 なに をお 前た ち は、 こそこそ 話して るんだ？ 

愛子 秘密の 話よ。 パパ は 聞かな くって いいの。 

(姉の 方に 近づく) 

悦子 興味ない？ 



愛子 そこまで は 事件の 筋道ね。 スキャンダル にな 

るかなら ないか は、 姉さんの 態度 ひとつ だ わ。 

悦子 どう すれば いいの？ 

愛子 あたしなら つてい ふ 返事 はでき るけ ど、 姉 さ 

んの 場合 は、 さあ、 どうか 知ら？ 

悦子 これで 二十 八よ、 あたし はもう …… 。 どうい 

ふ 意味で も、 新しく 出直す つて ことが、 女に はもう 

できない 年に なつ てるのよ …… 。 あんた の 何時か 言 

つた、 勇気 もお 金 も 時間 もない、 今の 場合 を考 へて 

頂戴 …… 。 なにが 恐ろしい つて、 あたし は、 一人つ 

きりになる ことよ。 (涙 を 拭く) 



愛子 (突然 大声で 笑 ひ 出す) 

悦子 (キッ となり) どうして 笑 ふの？ 

愛子 ごめんなさい、 つ ひ 笑 ひたくな つたの …… 。 

悦子 いい わよ。 笑 ひたけ り や 笑 ひなさい よ。 やつ 

ばり さう なんだ わ …… 。 あんた みたい な 冷血に、 な 

に を 云った つて わかる もんか！ 今日 限り、 姉妹の 

縁 を 切る わよ。 洋 妾みたい な 生活 をして 得意に なつ 

てたら 大 間違 ひだ わ。 あんた に は、 心の 悩みなん て 

ものが な いんで せう。 男の 顔が お金に みえて、 毛皮 

の 外套が 幸福の シンボル なんでせ う …… 。 

一寿 また 喧嘩 を はじめた のか。 月に 一度、 云 ひ 合 



アイコ だ わ。 

一寿 ああ あ、 いい加減に よさない か？ わし は 腹 

がへ つて 来た。 (さう 云 ひながら、 室内 を 歩き ま はる。 

暄嘩 がすむ の を 何時もの 通り 待って ゐ るので ある) 

悦子 ぢゃ、 それで 勘定 はすんだ わけね。 序に、 こ 

れ から は、 赤の他人 になり ませう。 妹が ゐ ると 思 ふ 

から、 あたし も 一人になる のが 淋しかった。 もう、 

今日 限り 会 ふこと もないで せう …… 。 (起ち 上り) 

お父さん …… 。 あたし、 また 近いうちに 出直して 来 

る わ。 



悦子 は、 さう 云 ひながら、 部屋 を 出て 行く _ 

一 寿と 愛子と は、 それ を 見送る。 

一 寿 姉さん はどうし たんだ？ なに を 怒らしたん 

だ？ 

愛子 また 素敵な 仲直り をしたい もんだ から、 思 ひ 

切り、 腹 を 立てた ふり をす るの よ。 パパ は、 姉さん 

の 味方 をし なきや 駄目よ。 それから、 今日は、 あた 

し 一人でつ まんない から、 これで 帰る わ。 御馳走す 

る 予定で、 これ 持って来 たから 置いて くわよ。 (紙 

幣を 卓子の 上に 投げ出す) 



一寿 (慌てて) ええい、 また、 そんな こと をす る！ 

わし は、 それが 嫌 ひだって 云って るぢ やない か。 持 

つて 帰りなさい、 持って 帰りなさい、 そんな もの… 

•:。 少しぐ らゐ小 遣が 自由になる からって、 無駄 使 

ひ を 覚えな さんな。 

愛子 ぢゃ、 これで、 靴下で も 買 はう ッと .：：• 。 (紙 

幣を ハンド バックに しま ひ) ぢゃ、 さよなら …… ま 

た、 来月 …… 。 

愛子 は、 ゆるゆる 戸口から 姿を消す。 一 寿 

は、 その 方 は 見ずに、 上着 を 脱いで、 戸棚 
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